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論 文 内 容 の 要 旨
この論文は圧縮した気体を軸受すきまに供給する静圧気体軸受について, そのすきま内の流動に関する
理論模型を提案し, 種々の設計条件に対応する軸受特性を検討したもので, 9章からなっている｡
第 1 章の緒論では, 静圧気体軸受のすきま内の流動が軸受の作動条件によって, 粘性, 圧縮性, 超音速
流動, 衝撃波, 慣性効果などの複雑な問題を含むことを指摘し, その流動を明らかにするには, 中央に単
一の給気孔を有する円板型静圧スラス ト軸受をとりあげて, 給気孔よりすきまへの放射状態動につき, 理
論的流動模型を確立することが本質的に重要であることを述べ, 本研究の意義を明らかにしている｡
第2章は理論的流動模型を構成するための流動型式と圧力変化について述べたもので, 流動型式として
は慣性流れ, 境界層の発達を伴なう流れ, 完全粘性流れをあげ, 圧力変化としては岐点よりの加速による


































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
最近実用化が盛んになってきた静圧気体軸受の軸受すきま内の気体の流れは, 給気孔よりすきまへの放



















1) 白成絞り, ポケットなしの軸受に対して, 大きな軸受すきまにおける給気孔直後負圧発生の詳細な検
討を可能にするとともに, 小さな軸受すきまに対する完全粘性流動理論との接続に, 境界層の発達を考慮
した理論が有効であることを明らかにした｡
2) 給気孔絞り, ポケットなしの軸受に対して, 給気孔における臨界条件の有無による二つの理論模型の
接続が, 断熱的な圧力変化を媒介とすれば可能となることを示した｡




5) 軸受剛性の点より, 日成絞りおよび給気孔絞りの作動機構を明確にするとともに, 最大剛性を与える
設計条件を明らかにした｡
6)軸受すきまの増加に伴なう流量の増加が, 日成絞りと給気孔絞りでは根本的に異なることを明らかに
した｡
以上要するに, 本論文は静圧気体軸受に対して総合的な理論研究を行ない, これを実験結果より実証
し, 広範囲の設計および作動条件に対する軸受特性に多くの知見を加えるとともに, 設計上有力な指針を
与えたもので, 学術上, 工業上寄与するところが多い｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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